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●通信運搬費　192万円……10月1日からの郵便料金改定により
●議　会　費　 92万円……議員報酬の改定により（詳しくはP15へ）

　9月5日から13日までの9日間開催し、報告3件、規約の変更
2件、土地改良事業の施行1件、条例の制定1件、条例の一部
改正5件、補正予算6件（一般会計・国民健康保険事業会
計・水道事業会計など）人権擁護委員の推薦1件を可決。令
和5年度決算認定は決算特別委員会にて継続審査。

7億1081万円の
補正予算を計上

補正予算の主なもの

9月9月
定例会定例会

町道御坂川支線（高尾田） 町道客大谷線

ブロック塀倒壊の恐れ（通学路）

サポートルーム
の備品購入

子供舞台芸術鑑賞

●道路維持費（3か所） 1500万円

●特定空家代執行費　30万円

●中学校費
10万円

●教育総務費
26万円

●合併20周年記念式典関係費
137万円

●道路新設改良費　2100万円

記念ロゴマーク
（砥部分校1年 和田桜音さん制作）
デザインには町を象徴する砥
部焼と障子山を組合せ、メイ
ンの青系色は抜けるような青
空と呉須の藍色を表現

とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行 （2）



A.  登録生徒は20人、
 一日あたり7〜8人が
通室している。

A.  県教育委員会では、
今年度から4人体制で
運営しており、興味を示す
生徒がオンラインで
利用している。

A.  町外の産科等に
周知しており、病院側にも
協力いただいている。

A.  保健センターが相談窓口で、
個室を利用するなど
配慮している。

Q. 利用状況は?

Q.  メタバース（仮想空間）の
 運営体制、利用状況は?

議長の主な出席行事（令和6年6月定例会後から9月定例会まで）

Q. 今回追加になった内容は?

がん患者医療用ウィッグ等
購入助成事業について

5月から運用開始した
中学校サポートルーム

について

Q.  利用者が少ないのは周知が
 不十分なのでは?

Q.  申請時のプライバシーへの
 配慮は?

不妊治療費等助成金
の減額について

A.  乳がんの手術あとをかくせる
専用入浴
着が追加
になった。

（ 令 和 6
年10月1
日からス
タート）

乳がん患者用の入浴着

とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行（3）

厚生文教常任委員会審査



Ａ.  有資格者は布設工事監督者3
人、水道技術管理者5人で改
正後はどちらも8人になる。Ｑ.  経験年数が短縮・緩和によ

り、町職員の有資格者になる
人はいるのか？

水道事業布設工事監督者の
配置基準・水道技術管理者の

資格基準の条例制定

Ａ.  気候変動に耐え得るような
品種に置き換える。

Ａ.  改植計画は５haで考えてい
たが、高齢化と耕作者不足の
ため進んでいない。

Ｑ.  改植の期間を延ばす技術的
支援はないのか？

Ｑ.  産地の維持存続に向けて中
長期的な計画はあるのか?

七折小梅の老木改植に係る
交付金について

A.  県事業の一環として知事に
同行するもので、現地通訳や
移動経費も含まれている。

Ｑ.  台湾・新
シン

北
ペイ

市鶯
イン

歌
ゴー

区との交流
協定締結に係る出張旅費１９
7万円の内訳は?

総務管理費関係

A.  農家の要望を基に選定して
いる。柑橘では愛媛果試28
号や48号、野菜ではキャベ
ツ・ブロッコリーやナスなど。

Ｑ.  気候変動等もある中で今後
どのような品種を奨励する
のか?

奨励果樹育成対策事業
について

A.  納税義務者が死亡・相続放棄
され、固定資産税の滞納が発
生、裁判所に申し立て代執行
となる。

Ｑ.  特定空き家のブロック塀の
略式代執行までの流れは?

略式代執行について

6月18日（火） 老人スポーツ大会 とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行 （4）

総務産業建設委員会審査



外で遊ばない
子どもたちへの対応は

教育長／学校、家庭、地域など社会全体で考える

原
田

　
総
務
省
の
社
会
生
活
基

本
調
査
に
よ
る
と
、
運
動

遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な

い
子
ど
も
の
割
合
が
増
え

る
傾
向
に
あ
る
。
今
年

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
外

で
体
を
動
か
さ
な
く
な
っ

た
生
活
習
慣
が
定
着
し
、

学
習
や
自
己
啓
発
を
優
先

す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
。
本
町
に
お
け
る
現
状

と
今
後
の
対
策
は
。

教
育
長

　
令
和
5
年
度
の
調
査
で

は
1
週
間
に
1
時
間
未
満

の
外
遊
び
を
し
た
実
績
は

小
学
校
5
年
生
で
12
％
、

中
学
校
2
年
生
で
14
％
で

あ
る
。
各
教
科
を
通
し
て

日
常
生
活
に
お
い
て
体
育

活
動
等
の
実
践
を
促
し
、

生
涯
を
通
じ
て
健
康
・
安

全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送

る
た
め
の
基
礎
を
培
う
こ

と
を
目
指
す
。
ま
た
、
社

会
教
育
の
観
点
か
ら
各
種

ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
は
じ

め
、
屋
外
型
の
体
験
事
業

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

や
地
域
に
お
け
る
公
民
館

活
動
を
奨
励
し
て
い
る
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
な
ど

社
会
全
体
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。

原
田

　
文
部
科
学
省
は
２
０
２

４
年
度
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
を
公
表
。
県
内
の

公
立
小
中
学
校
の
平
均
正

答
率
は
、
小
学
校
の
算
数

を
除
き
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
た
。
県
教
委
で

は
「
多
く
の
教
科
で
平
均

正
答
率
が
全
国
平
均
を
下

回
っ
た
の
は
課
題
。
原
因

を
分
析
し
、
市
町
教
育
委

員
会
・
学
校
と
一
体
と

な
っ
て
授
業
改
善
に
努
め

た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
本

町
の
今
後
の
学
習
対
策

は
。教

育
長

　
国
語
は
県
・
全
国
平
均

と
同
じ
で
、
算
数
、
数
学

は
県
・
全
国
平
均
を
や
や

上
回
る
。「
愛
媛
県
学
力

向
上
推
進
3
か
年
計
画
」

に
沿
っ
て
、
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
実
現

を
目
指
し
、
１
人
１
台
端

末
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

効
果
的
に
活
用
す
る
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ

グ
の
良
さ
を
適
切
に
生
か

し
、
授
業
力
、
組
織
力
、

省
察
力
の
向
上
に
取
り
組

む
。

　
「
学
力
向
上
委
員
会
」

を
設
置
し
授
業
改
善
に
取

り
組
む
。
児
童
生
徒
に
は

「
家
庭
学
習
の
進
め
方
」

の
手
引
き
を
、
保
護
者
に

は
「
家
庭
で
の
学
び
の
環

境
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
示
し
、
家
庭
に
お
け
る

学
習
時
間
の
確
保
や
習
慣

化
を
図
る
。

原
田

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
時

期
は
。

教
育
長

　
令
和
7
年
度
で
あ
る
。

教
育
長
／
授
業
力
、組
織
力
、省
察
力
の
向
上
に
取
り
組
む

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
対
す
る
対
策
は

原
はら

田
だ

　公
きみ

夫
お

　議員

外遊びよりゲームに夢中スポーツ少年団

県と全国の平均正答率、愛媛の都道府県別順位SNSや動画視聴の時間ごとの平均正答率（中3数学）

県 全国 順位 前年度順位

小6
国語 67 68 23 17

算数 64 63 8 16

中3
国語 56 58 37 27

数学 52 53 19 22

平日1日あたり4時間以上 43.3%
3時間以上、4時間未満 48.6%
2時間以上、3時間未満 53.4%
1時間以上、2時間未満 58.0%
30分以上、1時間未満 60.7%
30分未満 61.8%
携帯電話やスマホを持っていない 57.1%

6月28日（金） 国道33号整備促進期成同盟会総会（高知）とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行（5）

一 般 質 問



一 般 質 問

木
下

　

民
生
委
員
や
保
護
司
、

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
か

ら
の
委
嘱
を
受
け
た
非
常

勤
の
公
務
員
で
あ
る
。
改

選
・
再
任
時
に
は
、
民
生

委
員
で
75
歳
未
満
、
保
護

司
で
76
歳
未
満
、
人
権
擁

護
委
員
で
75
歳
未
満
と
年

齢
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
都
道
府
県
、
政
令
市

中
核
市
の
約
5
割
が
、
年

齢
の
引
き
上
げ
や
上
限
撤

廃
な
ど
取
り
組
ん
で
い
る

中
、
町
独
自
の
基
準
を
設

け
る
事
は
で
き
な
い
か
。

町
長

　
民
生
委
員
の
年
齢
要
件

に
つ
い
て
は
、
国
の
選
任

要
領
に
お
い
て
「
75
歳
未

満
の
者
を
選
任
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
」
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、
県
も
同
様
の

要
件
を
設
け
て
い
る
。
保

護
司
に
つ
い
て
は
、
特
に

町
の
関
与
は
な
く
、
保
護

観
察
所
が
委
嘱
手
続
を

行
っ
て
い
る
が
、
現
在
、

法
務
省
に
お
い
て
年
齢
要

件
や
職
務
内
容
の
在
り
方

な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い

木
きの

下
した

　敬
けい

二
じ

郎
ろう

　議員

る
。
人
権
擁
護
委
員
に
つ

い
て
は
、
新
任
は
68
歳
以

下
の
者
、
再
任
は
75
歳
未

満
の
者
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。
い
ず
れ
の
職
に
お
い

て
も
被
推
薦
者
の
経
歴
、

社
会
活
動
へ
の
意
欲
及
び

健
康
状
態
な
ど
、
実
情
に

応
じ
て
弾
力
的
な
運
用
が

可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
市

町
村
に
つ
い
て
は
、
保
護

司
及
び
人
権
擁
護
委
員
を

含
め
独
自
基
準
を
設
け
る

こ
と
は
で
き
ず
、
あ
く
ま

で
、
国
又
は
県
の
基
準
に

基
づ
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
年
齢
要
件

が
担
い
手
確
保
に
関
す
る

弊
害
の一つ
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
お

り
、
町
と
し
て
は
推
薦
に

あ
た
り
個
別
の
事
例
に
応

じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
と
と
も
に
、
基
準
を
定

め
る
県
等
に
対
し
、
年
齢

要
件
の
緩
和
を
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

木
下

　
現
時
点
に
お
い
て
75
歳

以
上
の
方
は
民
生
委
員
48

人
の
中
で
何
人
い
る
の

か
。介

護
福
祉
課
長

　
基
準
を
超
え
る
方
は
8

人
い
る
。
改
選
時
の
令
和

4
年
12
月
の
時
点
で
は
５

人
が
75
歳
以
上
と
な
っ
て

い
た
。

民生委員等の
年齢要件の見直しを

町長／県等に緩和を働きかける

7月2日（火） 県町村議会議長会全員協議会

仕事の内容

民生委員 担当区域の高齢者や障がい者の定期的な安否確認や見守り、必要な支援が受けられるよう福祉制度の情報提供など

保護司 犯罪や非行をした人の釈放後の住居や就業先の調整・相談、保護観察（面談）、更生保護の啓発活動など

人権擁護委員 住民からの人権相談の対応や法務局の職員と協力して人権侵害事件の調査処理、人権啓発活動など

民
生
委
員
「
75
歳
未
満
」

上
回
る
独
自
基
準
の
自
治
体

　
年
齢
の
引
き

上
げ
や
上
限
の

撤
廃
、
再
任
時

に
75
歳
以
上
を

認
め
る
な
ど
、

国
の
基
準
を
上

回
る
年
齢
要
件

を
設
け
て
い
た

の
は
66
自
治

体
、
こ
の
う
ち

22
自
治
体
は
前

回
改
選
後
に
独

自
の
基
準
を
設

け
て
い
る
。

木
下

　

有
能
で
健
康
で
あ
り
、

経
験
豊
富
な
人
材
の
活
用

を
行
う
た
め
に
も
、
基
準

を
定
め
る
国
・
県
等
に
対

し
、
最
低
で
も
５
歳
程
度

の
年
齢
要
件
緩
和
が
で
き

る
よ
う
、
県
内
市
町
が
足

並
み
を
揃
え
て
働
き
か
け

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行 （6）



宮内校区に
コミュニティ施設建設を

町長／複合的な活用策を検討

東
　
宮
内
校
区
に
は
児
童
館

が
な
い
た
め
、
子
ど
も
や

保
護
者
は
、
麻
生
校
区
・

砥
部
校
区
の
児
童
館
い
ず

れ
か
に
出
向
く
し
か
な
い

状
況
で
あ
る
。
令
和
４
年

７
月
に
「
宮
内
園
芸
管
理

組
合
」
所
有
の
土
地
を
本

町
に
寄
附
し
て
頂
い
た
。

地
域
住
民
か
ら
そ
の
土
地

を
活
用
し
、
児
童
館
を
含

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建

設
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
整

備
に
向
け
た
考
え
は
。

町
長

　
宮
内
園
芸
管
理
組
合
か

ら
寄
附
を
い
た
だ
い
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

行
政
財
産
と
し
て
管
理
し

て
い
る
。
宮
内
校
区
に
児

童
館
等
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
施

設
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
建
設
の
要
望

が
あ
る
こ
と
は
十
分
理
解

し
て
い
る
の
で
、
今
後
、

高
齢
者
福
祉
機
能
や
、
防

災
機
能
な
ど
を
併
せ
持
つ

複
合
的
な
活
用
策
を
検
討

し
て
い
く
。

東
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
施
設
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
は
難
し
い
状
況
だ
と
思

う
が
、
来
年
度
予
算
に
お

い
て
施
設
の
企
画
、
設
計

費
用
計
上
を
。

町
長

　
十
分
皆
さ
ん
と
検
討
し

て
い
き
た
い
。

東
　
近
年
、
全
国
各
地
で
地

震
等
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
る
。
本
町
も
自
然

災
害
に
対
す
る
備
え
は
急

務
で
あ
る
。

　
現
在
、
本
町
の
幼
稚
園

や
保
育
所
、
こ
ど
も
園
に

は
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防

災
ず
き
ん
が
常
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
地
震
や
火
災
発

生
時
に
子
ど
も
の
命
を
守

る
防
災
備
品
と
し
て
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
常
備
し

て
は
。

町
長

　
自
助
と
い
う
の
は
災
害

時
に
一
番
大
切
で
あ
る
と

思
う
。
ま
ず
は
自
分
の
身

を
守
る
た
め
に
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
と
か
、
防
災
ず
き

ん
等
は
必
要
な
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
低
年
齢
の

子
ど
も
に
は
ど
ち
ら
が
良

い
か
な
ど
十
分
協
議
を
し

た
上
で
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

東
　
民
営
の
こ
ど
も
園
・
保

育
園
、幼
稚
園
等
あ
る
が
、

常
備
す
る
考
え
は
。

東
ひがし

　勝
しょう

一
いち

　　議員

宮内集荷場跡地

避難訓練（愛育幼稚園）

町
長
／
前
向
き
に
検
討

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
ず
き
ん
の
常
備
を

町
長

　
私
立
・
公
立
を
含
め
て

考
え
て
い
く
。

7月8日（月） 松山都市圏幹線道路整備利用促進期成同盟会要望活動（高松）とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行（7）

一 般 質 問



一 般 質 問

町
長
／
活
動
の
継
続
が
課
題

自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
は

浸水想定区域
（砥部町総合防災マップ）

自主防災組織訓練（八瀬区）

平成29年内水氾濫（高尾田日ノ出地区）

小
西

　
近
年
線
状
降
水
帯
の
発

生
に
よ
る
大
雨
被
害
が
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い

る
。
平
成
29
年
に
は
、
町

内
で
も
多
数
の
床
上
・
床

下
浸
水
が
発
生
し
た
が
、

消
防
団
出
動
と
な
る
氾
濫

危
険
水
位
に
達
し
た
場
合

①�
重
信
川
上
流
自
治
体
や

消
防
と
の
連
携
は
。

②�

御
坂
川
上
流
の
松
山
市

消
防
団
の
出
動
状
況

は
。

③�

浸
水
被
害
を
想
定
し
た

訓
練
の
実
施
は
。

④
避
難
誘
導
の
仕
方
は
。

町
長

①�

国
土
交
通
省
や
県
、
関

係
市
町
で
構
成
す
る
重

信
川
流
域
治
水
協
議
会

に
お
い
て
、
必
要
に
応

じ
対
応
し
て
い
る
。

②�

災
害
レ
ベ
ル
に
応
じ
て

警
戒
本
部
を
立
ち
上

げ
、
状
況
に
応
じ
て
出

動
態
勢
を
と
っ
て
い

る
。

③�

令
和
元
年
度
に
、
関
係

機
関
が
浸
水
排
除
訓

練
、
３
年
度
に
広
田
地

小
こ

西
にし

　昌
まさ

博
ひろ

　議員

区
で
、
土
砂
災
害
や
浸

水
被
害
想
定
し
た
訓
練

を
実
施
。

④�

町
防
災
行
政
無
線
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
公

式
L
I
N
E
な
ど
を

活
用
。
要
支
援
者
な
ど

は
、
民
生
委
員
を
通
じ

た
避
難
、
状
況
に
よ
っ

て
は
消
防
団
に
も
出
動

要
請
を
す
る
。

小
西

　
浸
水
被
害
が
深
刻
な
の

は
、
麻
生
校
区
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、
浸
水
被

害
地
域
の
住
民
参
加
の
訓

練
を
す
る
予
定
は
。

総
務
課
長

　
次
回
、
麻
生
校
区
で
総

合
防
災
訓
練
を
行
う
と
き

に
、
浸
水
被
害
を
想
定
し

た
訓
練
も
検
討
す
る
。

小
西

　
高
尾
田
地
区
の
内
水
氾

濫
被
害
対
策
と
し
て
、
排

水
機
場
の
整
備
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
河

川
が
見
え
る
排
水
機
場
に

消
防
団
が
待
機
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
作
る
考
え
は
。

建
設
課
長

　
現
在
、
詳
細
設
計
に
と

り
か
か
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
声
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
十
分
に
検
討
す
る
。

小
西

　
自
主
防
災
組
織
は
、
役

員
の
高
齢
化
、
住
民
の
理

解
不
足
、
平
日
昼
間
に
は

若
い
人
が
い
な
い
た
め
、

機
能
し
な
い
と
い
う
調
査

結
果
も
出
て
い
る
。
災
害

時
に
活
動
で
き
る
組
織
づ

く
り
の
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
の
訓
練
も
必
要
と
考

え
る
が
。

　
訓
練
の
回
数
、
自
主
防

災
組
織
の
中
に
防
災
士
は

入
っ
て
い
る
の
か
、
い
な

い
場
合
の
連
携
の
取
り
方

は
。町

長
　
全
56
組
織
の
う
ち
毎
年

５
件
か
ら
６
件
、
活
動
の

継
続
が
課
題
。
す
べ
て
の

自
主
防
災
組
織
に
防
災
士

を
配
置
で
き
て
い
る
。
本

年
４
月
に
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、

地
域
の
防
災
士
リ
ー
ダ
ー

浸水被害訓練は

町長／必要に応じて対応

と
し
て
共
助
の
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
。

今
後
、共
助
に
よ
る
防
災・

減
災
に
対
す
る
取
り
組
み

は
ま
す
ま
す
重
要
と
認
識

し
て
お
り
、
若
年
層
の
防

災
士
取
得
の
推
進
や
訓

練
・
研
修
を
通
じ
て
地
域

防
災
力
の
向
上
に
努
め

る
。

8月2日（金） 四国土砂防災ネットワーク議員連盟総会 とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行 （8）



教
育
長
／
通
学
路
安
全
対
策
推
進
会
議
に
て
議
論

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
設
置
は

災害時の対策と備蓄品の状況は

町長／想定避難数の3日分確保
日
ひ

野
の

　恵
けい

司
じ

　議員

日
野

　
本
年
は
多
く
の
地
震
が

発
生
し
た
。
特
に
能
登
半

島
で
の
震
度
7
の
地
震
や

豊
後
水
道
で
の
震
度
6
弱

の
地
震
は
、
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
は
日

向
灘
地
震
に
よ
り
初
め
て

「
巨
大
地
震
注
意
」
が
発

表
さ
れ
た
。
住
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
準
備

と
対
策
は
。
①
避
難
者
数

②
防
災
協
定
数
と
内
容
③

備
蓄
品
の
確
保
状
態
④
水

源
地
の
安
全
対
策
。

町
長

　
愛
媛
県
が
平
成
25
年
に

公
表
し
た
想
定
避
難
者
数

は
、
①
発
生
1
日
後
で
は

6
7
1
人
で
1
週
間
後
で

4
3
7
9
人
。
②
事
業

所
と
の
協
定
数
は
20
件
。

災
害
時
の
物
資
等
の
提
供

が
13
件
、
そ
の
他
7
件
。

③
備
蓄
品
は
多
種
に
わ

た
っ
て
20
種
類
で
3
日
分

は
確
保
。
④
3
つ
の
水
源

を
第
4
水
源
地
に
集
め
2

か
所
の
配
水
池
に
送
水
。

1
つ
の
水
源
地
が
取
水
で

き
な
く
て
も
他
の
水
源
地

で
補
う
仕
組
み
を
取
っ
て

い
る
。

日
野

　
第
４
水
源
地
に
集
め
て

く
る
配
管
や
、
2
か
所
の

配
水
池
に
お
く
る
導
水
管

の
耐
震
化
は
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長

　
第
２
・
第
3
水
源
地
か

ら
第
４
水
源
地
の
導
水
管

は
耐
震
化
で
き
て
い
る
。

2
か
所
の
配
水
池
に
送
る

管
は
耐
震
管
で
は
な
い
。

日
野

　

重
信
川
流
域
に
は一
般

家
庭
で
井
戸
水
を
利
用
さ

れ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
有
事
の
際
に
は
協
力

を
お
願
い
し
て
は
。

町
長

　
個
人
の
地
下
水
は
貴
重

な
水
源
だ
と
思
う
。
近
所

の
方
の
共
助
に
な
る
の
で

あ
り
が
た
い
。
自
主
防
災

組
織
の
中
で
十
分
検
討
す

る
。

日
野

　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と
は

交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
交
通
安
全
対
策
の
重

点
地
域
の
呼
び
名
で
あ

る
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は

小
学
校
を
中
心
と
す
る
半

径
5
0
0ｍ
程
度
の
通
学

路
が
対
象
で
、
交
通
標
識

の
ほ
か
、
路
面
標
示
や
電

柱
巻
き
付
け
標
示
な
ど
で

範
囲
で
あ
る
こ
と
を
わ
か

り
や
す
く
示
し
て
い
る
。

学
校
毎
に
設
置
し
て
は
。

教
育
長

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、

通
学
の
時
間
帯
に
車
両
の

通
行
規
制
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
が
、
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
交
通
標
識
の
効
果
的
な

設
置
と
と
も
に
交
通
規
制

も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
は
通
学
路

に
お
け
る
危
険
箇
所
の
改

善
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
設
置
は
、
住
民
を
は

じ
め
利
害
関
係
者
と
の
合

意
形
成
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
通
学
路

安
全
対
策
推
進
会
議
に
お

い
て
議
論
し
た
い
。

日
野

　
現
在
は
2
年
に
1
回
通

学
路
の
点
検
を
し
、
危
険

箇
所
を
改
善
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
通
学
路
に
標
識
が
ほ

と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
。教

育
長

　
通
学
路
を
表
示
す
る
看

板
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
標
示
が
効
果
的
だ
と

思
う
の
で
十
分
検
討
す

る
。

8月3日（土） 国際交流サマースクール開校式典とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行（9）

一 般 質 問



一 般 質 問

　
岡

　

災
害
時
に
困
る
の
は
、

電
気
・
水
道
・
道
路
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断

さ
れ
、
機
能
し
な
く
な
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
の

水
の
確
保
に
つ
い
て
、
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

水
源
地
の
井
戸
が
問
題
な

く
使
用
で
き
る
か
不
安
で

あ
る
。
離
れ
た
場
所
に
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
丈
夫
な
災

害
時
専
用
井
戸
を
作
れ
な

い
か
。

町
長

　
複
数
の
水
源
を
確
保
し

て
お
り
、
第
４
水
源
地
に

他
の
水
源
地
か
ら
送
水
で

き
る
仕
組
を
と
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
業
用
井
戸
な

ど
の
既
存
施
設
も
含
め
、

安
全
対
策
を
と
っ
て
い

る
。

にし

岡
おか

　利
とし

昌
まさ

　議員

　
岡

　
そ
の
地
域
の
特
産
品
が

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
る
道
の
駅

に
は
、
特
産
品
の
宣
伝
販

売
に
よ
る
経
済
効
果
や
地

域
活
性
化
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
復
旧
・
復
興

活
動
の
拠
点
と
な
る
防
災

道
の
駅
が
で
き
れ
ば
住
民

の
安
全
・
安
心
に
も
つ
な

が
る
。
地
域
活
性
化
や
防

災
な
ど
多
様
な
機
能
を
併

せ
持
つ
規
模
の
大
き
な
道

の
駅
を
官
民
連
携
に
よ
り

建
設
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
現
在
、
広
田
地
区
に
峡

の
館
を
整
備
し
て
い
る
。

も
う
１
か
所
と
な
れ
ば
砥

部
地
区
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
砥
部
焼

観
光
セ
ン
タ
ー
や
砥
部
焼

陶
芸
館
、
各
種
小
売
業
な

ど
の
施
設
が
あ
り
、
民
間

企
業
と
競
合
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
峡
の

館
の
集
客
が
鈍
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
現
時

点
で
新
た
な
道
の
駅
を
建

設
す
る
考
え
は
な
い
。

　
岡

　
機
能
す
る
道
の
駅
と
し

て
立
地
条
件
が
良
い
こ
ど

も
の
城
・
動
物
園
が
隣
接

す
る
愛
媛
県
総
合
運
動
公

園
入
口
の
周
辺
に
大
規
模

な
道
の
駅
を
建
設
で
き
な

い
か
。

町
長

　
運
動
公
園
入
口
付
近
の

土
地
の
取
得
・
造
成
と
な

れ
ば
相
当
な
費
用
が
必
要

と
な
る
。
財
政
状
況
の
中

で
道
の
駅
を
作
る
余
力
が

あ
る
か
、
十
分
検
討
し
な

い
と
い
け
な
い
。

　
岡

　
災
害
時
専
用
井
戸
は
前

向
き
に
作
る
と
い
う
こ
と

か
。町

長

　
国
に
お
い
て
、
本
年
度

末
を
目
途
に
災
害
時
の
地

下
水
活
用
へ
の
指
針
を
作

成
す
る
と
の
こ
と
か
ら
、

更
な
る
安
全
対
策
と
し

て
、
動
向
を
注
視
し
研
究

し
て
い
き
た
い
。

新しい道の駅建設は

町長／現時点で考えていない

　
岡

　
町
単
独
で
は
な
く
、
企

業
や
団
体
な
ど
の
民
間
を

活
用
し
て
い
く
方
法
も
あ

る
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長

　
大
規
模
な
道
の
駅
に
な

る
と
、
２
ha
か
ら
４
ha
が

必
要
に
な
る
。
ま
た
民
間

活
用
方
式
も
建
設
費
は
町

が
分
割
し
て
払
わ
な
い
と

い
け
な
い
。
町
内
に
は
、

ま
と
ま
っ
た
土
地
が
な
い

た
め
物
理
的
に
道
の
駅
の

建
設
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

峡の館（内部）

軽トラ市

農業用野
の

津
つ

郷
ごう

池（県団地東）

町
長
／
国
の
動
向
を
注
視

災
害
時
専
用
井
戸
の
建
設
は

8月5日（月） 町議会議員研修会 とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行 （10）



軟骨伝導イヤホン
（東温市役所）

教
育
長
／
適
切
に
サ
ポ
ー
ト

「
生
理
」
へ
の
配
慮
を

「軟骨伝導イヤホン」
窓口導入と購入助成を

町長／試験導入し、助成も検討
高
たか

橋
はし

　久
く

美
み

　議員

髙
橋

　
耳
周
辺
の
軟
骨
を
通
じ

て
音
が
聞
こ
え
る
軟
骨
伝

導
は
２
０
０
４
年
に
誕
生

し
た
。
付
属
の
集
音
器
で

声
を
拾
い
、
イ
ヤ
ホ
ン
を

通
じ
て
は
っ
き
り
と
届
き
、

イ
ヤ
ホ
ン
部
分
に
穴
や
凹

凸
が
な
く
消
毒
し
や
す

い
。
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
高
齢
者
支
援
、
※
ヒ
ア

リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
対
策
と

し
て
認
知
症
予
防
に
も
つ

な
が
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
の
普
及
の
た
め
に
、
窓

口
へ
の
導
入
と
購
入
助
成

を
。

髙
橋

　
学
校
に
は
生
理
休
暇
が

な
い
。
休
み
た
い
女
子
生

徒
の
９
割
の
う
ち
７
割
が

我
慢
し
て
お
り
、
成
績
や

内
申
点
に
悪
影
響
が
出
る

と
思
っ
た
の
が
主
な
理
由

で
あ
る
。
内
申
書
の
欠
席

日
数
欄
に
つ
い
て
、
生
理

に
伴
う
欠
席
が
高
校
入
試

で
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

文
科
省
か
ら
通
達
は
出
て

い
る
。
個
人
的
体
調
や
思

春
期
で
声
を
上
げ
づ
ら
い

が
、
受
験
に
安
心
し
て
取

り
組
め
る
配
慮
は
あ
る
の

か
。教

育
長

　
中
学
校
が
作
成
す
る
調

査
書
（
内
申
書
）
は
、
１

年
間
に
入
院
な
ど
で
連
続

５
日
以
上
の
欠
席
ま
た
は

10
日
以
上
の
欠
席
が
あ
っ

た
場
合
、
備
考
欄
に
そ
の

理
由
を
記
載
す
る
。
ま
た

入
学
志
願
者
や
保
護
者
が

志
願
の
動
機
、
高
校
生
活

へ
の
抱
負
、
欠
席
の
理
由

な
ど
高
校
に
理
解
を
求
め

た
い
こ
と
を
記
載
し
た
自

己
申
告
書
を
入
学
願
書
と

共
に
高
校
に
提
出
で
き

る
。
文
科
省
通
知
に
あ
る

よ
う
に
、
調
査
書
に
欠
席

理
由
を
記
載
で
き
る
欄
を

設
け
る
こ
と
や
欠
席
理
由

に
つ
い
て
自
ら
申
告
で
き

る
機
会
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
。

髙
橋

　
生
理
が
つ
ら
い
と
き
は

安
心
し
て
休
ん
で
も
良
い

と
い
う
こ
と
を
、
生
徒
や

保
護
者
と
も
共
有
で
き
る

よ
う
な
通
達
を
教
育
委
員

会
か
ら
出
し
て
も
ら
い
た

い
。教

育
長

　

生
理
の
貧
困
を
は
じ

め
、
女
性
の
健
康
に
対
す

る
理
解
を
社
会
全
体
で
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
学
校
に
お
い
て
も
安

心
し
て
学
習
に
取
り
組
め

る
環
境
を
整
備
し
、
適
切

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

月
経
随
伴
症
状
等
の
や
む

を
得
な
い
症
状
は
、
一
律

に
体
調
不
良
扱
い
で
は
な

く
、
き
め
細
や
か
な
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
生
徒
に

配
慮
し
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

学
校
教
育
課
長

　
教
育
委
員
会
か
ら
学
校

長
へ
、
生
理
に
配
慮
し
た

通
知
を
出
す
。

町
長

　

窓
口
導
入
は
県
内
の一

部
や
他
県
の
自
治
体
、
金

融
機
関
な
ど
で
採
用
さ
れ

て
い
る
。
手
入
れ
も
簡
単

に
で
き
、
加
齢
な
ど
で
聴

力
の
低
下
が
み
ら
れ
る
方

へ
貸
し
出
す
こ
と
で
、
窓

口
対
応
を
円
滑
に
で
き
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

試
験
導
入
に
向
け
検
討
す

る
。
購
入
助
成
に
つ
い
て

は
、
窓
口
で
の
試
験
導
入

で
効
果
を
検
証
し
、
他
市

町
の
動
向
を
見
据
え
て
検

討
す
る
。

髙
橋

　
従
来
の
補
聴
器
に
軟
骨

伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
購
入
助

成
を
加
え
、
聞
こ
え
に
悩

む
、
よ
り
多
く
の
方
が
利

用
し
や
す
い
制
度
に
な
る

よ
う
、
早
期
の
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
。

※�

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
と
は
…

聴
覚
機
能
の
低
下
に
よ
る
身

体
の
衰
え
（
フ
レ
イ
ル
）
の一つ

で
、
耳
の
虚
弱
（
聞
き
取
る
機

能
の
衰
え
）。

8月6日（火） 特別職報酬等審議会とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行（11）

一 般 質 問



一 般 質 問

町
長
／
広
く
制
度
の
周
知
を

マ
イ
ナ
保
険
証
不
安
へ
の
対
応
は

佐
々
木

　
厚
生
労
働
省
は
、
子
ど

も
医
療
費
の
窓
口
負
担
復

活
を
促
す
新
た
な
通
知
を

自
治
体
に
出
し
た
。

　
地
方
単
独
で
子
ど
も
な

ど
へ
の
医
療
費
助
成
制
度

に
窓
口
負
担
を
設
け
た

り
、
償
還
払
い
を
行
っ
て

い
る
市
町
村
に
対
し
て
、

市
町
村
国
保
の
補
助
金
を

２
０
２
５
年
度
か
ら
プ
ラ

ス
に
評
価
す
る
と
し
て
、

窓
口
無
償
化
を
進
め
る
自

治
体
へ
の
圧
力
と
な
る

が
。町

長

　
本
町
に
お
け
る
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
制
度
は
、

令
和
５
年
１
月
診
療
分
か

ら
対
象
を
18
歳
年
度
末
ま

で
拡
大
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
の
保

険
者
努
力
支
援
制
度
で

は
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓

口
負
担
を
無
償
化
し
な

い
、
ま
た
は
窓
口
負
担
を

復
活
さ
せ
た
場
合
の
加
点

項
目
が
創
設
さ
れ
る
が
、

本
町
で
は
現
在
の
医
療
費

助
成
を
継
続
し
た
い
。

佐
々
木

　
今
年
12
月
２
日
よ
り
健

康
保
険
証
の
新
規
発
行
が

終
了
す
る
こ
と
に
対
す
る

不
安
の
声
が
出
て
い
る

が
。

・�

12
月
２
日
か
ら
保
険
証

が
使
え
な
く
な
る
の
か
。

・
資
格
確
認
書
と
は
。

・�

医
療
機
関
な
ど
で
、「
マ

イ
ナ
保
険
証
は
持
っ
て

い
る
の
か
」
と
し
つ
こ

く
聞
か
れ
、
取
る
よ
う

勧
め
ら
れ
る
。
も
と
も

と
は
任
意
取
得
で
あ
っ

佐
さ

々
さ

木
き

　隆
たか

雄
お

　議員

厚労省通知への考えは

町長／医療費助成を継続

た
は
ず
だ
が
な
ぜ
か
。

町
長

　
12
月
２
日
か
ら
健
康
保

険
証
の
廃
止
に
伴
い
、
原

則
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
で

受
診
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
年
７
月
の
年
次
更
新

で
は
、
有
効
期
限
が
令
和

７
年
７
月
31
日
ま
で
の
健

康
保
険
証
を
郵
送
す
る
と

と
も
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
や

持
た
れ
て
い
な
い
人
に
は

健
康
保
険
証
に
代
わ
る
資

格
確
認
書
を
申
請
不
要
で

郵
送
す
る
な
ど
、
制
度
を

周
知
す
る
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
や
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
登
録
は
任
意
で
あ

り
、
制
度
に
対
す
る
不
安

や
内
容
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
す
る
と
と
も
に
、
広

く
制
度
の
周
知
を
図
り
た

い
。

マイナ保険証を入れる機械（国保診療所）

佐
々
木

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録

を
辞
め
た
い
場
合
は
。

保
険
健
康
課
長

　

登
録
は
任
意
で
あ
り
、

辞
退
は
で
き
る
と
思
う
。マ

イ
ナ
保
険
証
の
返
還
に
つ

い
て
は
更
新
時
に
更
新
し

な
い
方
法
も
あ
る
。

佐
々
木

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
返
納
し
た
事
例
は
。

町
民
課
長

　
過
去
に
３
件
。

町職員に関して

町長／増員を含め検討

8月15日（木） 県戦没者追悼式

佐
々
木

　

会
計
年
度
任
用
職
員

「
市
町
職
員
数
増
へ
か
じ
」

と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ

た
。
平
成
の
大
合
併
に
よ

る
職
員
数
削
減
の
影
響

は
。
ま
た
、
総
務
省
が
会

計
年
度
任
用
職
員
の
事
務

処
理
マ
ニュ
ア
ル
か
ら
「
３

年
目
公
募
」
に
関
す
る
記

述
を
削
除
し
た
が
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
採
用
で

は
、
ど
う
対
応
し
て
い
る

の
か
。

町
長

　
年
々
増
加
す
る
行
政
課

題
や
定
年
延
長
制
度
の
導

入
に
よ
る
職
員
構
造
の
変

化
、
働
き
方
改
革
推
進
を

踏
ま
え
次
期
適
正
化
計
画

策
定
時
に
は
、
増
員
を
含

め
検
討
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

３
年
目
公
募
は
国
の
基
準

に
基
づ
き
本
町
に
お
い
て

も
、
３
年
目
を
機
に
原
則

公
募
と
す
る
運
用
と
な
っ

て
い
る
。

とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行 （12）



“学ぶ”➡活かす議会に!!
令和6年7月8日（月）〜9日（火）

視察レポート 先進地に学べ

議会広報常任委員会

　〜福岡県大
たちあらいまち

刀洗町での学び〜議会だより　読みたくなる紙面作り

●ページ数にとらわれない、広がりのある見やすい独特な使い方をしている。
●「検討中」を追求する制度→「対応中」「調査中」など町民に回答を報告→
　理事者側との関係性により厳しい答弁ともなるため、節度ある利用が望ましい。
●議会全体が伝わる臨場感のある写真を使う→開会中の撮影を考える。
●広報の要綱や編集方針を細かく決め、新人議員にもわかりやすい。

ー 視察を終えて ー

●見開き1ページを多用
●「議員のつぶやき」で個性的コメント
●「住民の声」「18〜19歳の声」
●一般質問「検討中」のその後を追う!
●モニター制度
　（定員8人、任期2年ボランティア）
●イラストや手書き風な紙面作り

ポイントはここ!!

8月18日（日） 県消防防災航空隊連携訓練とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行（13）

視察レポート



視察レポート

8月21日（水） 町戦没者追悼式

議会運営委員会
令和6年6月25日（火）〜26日（水） 〜佐賀県基

き
山
やま

町
ちょう

での学び〜
議会運営・議会改革

（平成２２年） 費用弁償の廃止・常任委員会の任期を2年・全員協議会を定期的に　
開催・議会と区長会の懇談会の開催・一般質問の質問形式の変更

（平成２４年）休日議会の実施・本会議の録画中継

（平成２５年）議会報告会の開催

（平成３０年）議会基本条例の制定

（令和3年）タブレット端末の配布（ペーパレス化）

（令和4年）議会業務継続計画の策定

議員定数の見直し

（平成１８年）１６人→１４人　うち女性1人

（平成２３年）１４人→１３人　うち女性2人

（平成27年）１３人　うち女性3人

（令和5年）１3人　うち女性5人（38.5％）

議会報告会（町議会と語ろう会）
　4日間に分けて開催（平日2日と土日） 女性議員による報告会

ー 視察を終えて ー

● 未来へ向けた「まち・ひと・しごとの創生と好循環」（ちいさな町の大きな魅力）
● 

⇒男女共同参画
　社会の進展

子育て世代の移住者増 勢いのある町➡ ➡広域アクセスの利便性

とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行 （14）



議員報酬検討特別委員会報告

※（　）は、総務省が区分する類似団体《人口20,000人以上》100団体における順位

議長 副議長 議員
現状 A 319,000 円（81） 260,000 円（79） 239,000 円（82）
要望 B 368,000 円（35） 299,000 円（40） 277,000 円（41）
答申 C 357,000 円（39） 290,000 円（47） 269,000 円（46）

要望との差額（B-C） ▲ 11,000 円  ▲ 9,000 円  ▲ 8,000 円
現状との差額（C-A）  +38,000 円 +30,000 円 +30,000 円

省
略
➡

平
成
18
年 

現
在
の
議
員
報
酬
決
ま
る

令
和
5
年
9
月 

第
1
回
特
別
委
員
会

令
和
6
年
4
月 

第
7
回
最
終
報
告
書
作
成

令
和
6
年
5
月 

最
終
報
告
書
提
出

第
１
回
審
議
会

第
２
回
審
議
会

令
和
6
年
8
月 

審
議
会
答
申

令
和
6
年
第
3
回
定
例
会
可
決

令
和
7
年
2
月
6
日
か
ら
実
施

年 定数 人口 備考
昭和30年 26 - 11697 -
昭和46年 22 △4人 11957 -
平成 7 年 20 △2人 20697 -
平成15年 18 △2人 21603 -
平成17年 18 - 22845 砥部・広田合併
平成21年 16 △2人 22791 -
令和 7 年 15 △1人 - -

議員改革特別委員会報告

令
和
3
年
2
月 

協
議
内
容
検
討

令
和
5
年
11
月 

タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用

令
和
6
年
1
月 

議
員
定
数
審
議

令
和
6
年
2
月 

1
人
減
決
定

令
和
6
年
3
月 

委
員
長
報
告

令
和
6
年
7
月 

議
会
で
1
人
減
決
定

令
和
6
年
9
月 

定
例
会
に
議
案
提
出

令
和
7
年
1
月
の
選
挙
か
ら
15
人

全
会一致

9月6日（金） 消防第4分団・女性分団詰所新築工事安全祈願祭とべ議会だより
令和 6年 11 月 1日発行（15）
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印
　
刷
　
岡
田
印
刷
株
式
会
社

再生紙を使用しています

令
和
６
年
度
第
１
回　
町
議
会
議
員
研
修
会
開
催

　
今
年
は
真
夏
日
が
続
き
、暑
さ
も
異
常
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、体
調
管
理
が
大
変
で
し
た
。

　
今
後
と
も
、健
康
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
、健

や
か
な
る
日
々
を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
、祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

広
報
委
員　
木
下
敬
二
郎

編

集

後

記

本会議 委員会
傍聴してみませんか

議会本会議をライブ中継しています。
砥部町ホームページからご覧ください。

https://www.town.tobe.ehime.jp/

12月
定例会

詳しくは議会事務局へ

☎962-2248

と
　
き
：
令
和
６
年
８
月
５
日
（
月
）

と
こ
ろ
：
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山

演
　
題
：
報
酬
・
政
務
活
動
費
を
考
え
る
論
点
と
手
続
き

講
　
師
：
大
正
大
学
社
会
共
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グラフは日最高気温35℃以上（猛暑日）の年間日数の経年変化を
表しています。
観測データ ： 気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）

「住民自治の根幹」としての議会を作動させるために、今後の議会の取組と幅広い
協働による地方自治の未来を創るあり方等についての講演があった。

とべ議会だより
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